
すべての教科でタブレットを活用した授業を実施できるよう
に、運動場を含めたすべての施設に無線LAN環境を構築。
授業の効率化や質の向上、教材のペーパーレス化に貢献

学校法人純心女子学園 様

校内のどこでもタブレットが使える
環境づくり
　純心女子学園が授業へのICT活用を取り入れる
きっかけは、2013年に訪れた「教育ITソリュー
ションEXPO」（EDIX）。松尾教諭は、そこで目にし
た広尾学園のICT活用事例に大きな感銘を受けた
といいます。「EDIXで、広尾学園の金子暁氏のセミ
ナーを拝見して、生徒全員にiPadを持たせて行う
先進的な授業スタイルに感銘を受けました。これ
がICT活用教育の進むべき道だと思いました。」
　「それからは、ICT活用教育についての事例を読
んだり、広尾学園に視察に出向いたりして、授業へ
のICT活用について猛勉強しました。、他の教員に
も外部の研修会に参加していただき、そこで得た
情報をすべての教員に共有するようにしました。」
　こうして得た情報をもとに、純心女子学園に最
適なインフラ整備の方向性を検討。まずは中学校
に無線LANネットワークとタブレットを導入するこ
とにしました。「大学入試にCBTが導入される可能
性があるのが、2021年度。その時に受験するのは、
いまの中学2年生です。ですからまずは中学生を
対象に、タブレットを使った授業を始めようと考え

ました。」と、導入の経緯を説明する松尾教諭。　　
「2015年度に中学校の6教室に無線LANネット
ワークを引き、教員用タブレットにSurface Pro、
生徒用にiPadを導入し、タブレットを使った授業を
スタート。さらに2年後の2017年、高校にも無線
LANネットワークを導入し、中学校・高校のすべて
の施設で無線LANの利用が可能になりました。」

同時接続台数と電波の安定性を
重視した機器選定
 無線LANネットワークとタブレットの導入計画を
担当したのは、職員の辻井元雄氏（以下、辻井氏）。
まずは中学校の各教室に、無線LANネットワーク
を構築。バッファローの無線LANアクセスポイント
「WAPM-1166D」を、各教室の廊下に、1教室あ
たり2台ずつ設置しました。「無線LANアクセス
ポイントの選定については、同時接続台数と電波
の安定性を重視して各メーカーさんの製品を比較
検討しました。『WAPM-1166D』は高速無線
LAN規格『IEEE802.11ac』（11ac）対応で、集中管
理ソフトウェア『WLS-ADT』で一括管理が可能、
さらにコストパフォーマンスも良く、これを1教室に
2台ずつ設置するのが、当時としては最良の選択
だった思います。」（辻井氏）
　翌年と2017年にiPadを追加で導入。186名の
中学生全員が、同時にタブレットを使用できる環境
を整えました。また中学生が授業を行わない早朝
や夕方の時間帯には、高校生もタブレットを活用
した自主学習ができるよう、高校の教室や図書館、
会議室にも無線LANネットワークを構築。クラブ
活動と難関大学進学の両立を目指す高校II類の
生徒用に、グループ学習用のタブレットとしてiPad 

Proを導入しました。「高校の教室には、昨年発売
された上位モデル『WAPM-1750D』を採用しま
した。このモデルは、5GHz、2.4GHz合わせて100
台のタブレットが同時接続台数可能。さらに動画
再生などのばらつきを抑える『公平通信制御機能』
の搭載により通信が安定しており、1教室あたり
1台の設置で済みました。元々、各教室に有線LAN
を敷設していましたので、新たに配線工事を行う
必要がなく施工もスムーズでした。」（辻井氏）

屋外に設置した「WAPM-1266WDPR」
が運動場での無線LAN利用を可能に
　さらに体育の授業や課外活動にもタブレットを
活用できるように、運動場にも耐環境性能モデルの
無線LANアクセスポイントを設置。「運動場には、
防水・防塵仕様で、温度変化にも強い『WAPM-
1266WDPR』を採用しました。屋根のある場所が
なかったため、業者さんに頼んで、アンテナだけを
外に出す防護ボックスを加工してもらい、その中に
収納する形で、運動場の柵に4台設置しました。」
（辻井氏）

ICT活用が授業の効率化、
ペーパーレス化に貢献
　中学校ではタブレットを使い、国語・社会・数学・
理科・英語の5教科を中心に授業支援ソフトやデジ
タル教科書、プレゼン・表計算アプリを授業に活用
しています。「タブレットを使うようになって、授業が
スピーディーになり、時間に余裕ができた分、生徒
がスピーチをする時間がとれて、『自分の考えを述
べる力』『表現する力』の育成にも役立っています。
あと、ドリル学習がペーパーレスになったのもあり
がたいですね。以前は反復学習のために1人あたり
5枚ほど、30人のクラスで一度の授業に約150枚
用意して配っていたのですが、印刷など事前準備
の必要がなくなり、反復学習も手軽に実施できま
す。」と、その効果について松尾教諭語りました。

学校法人純心女子学園（以下、純心女子学園）は、ICTを活用
した教育を推進するために無線LANネットワークを導入。純
心中学校・純心女子高等学校の教室に、無線LANアクセスポ
イント「WAPM-1166D」「WAPM-1750D」を設置しました。ま
た運動場には、耐環境性能にすぐれた「WAPM-1266WDPR」
を設置。校内のすべての場所で、無線LANネットワークを利
用できる環境を整えました。また各教室には、パソコンやタブ
レットをスクリーンに投影するシステムを設置し、ICTを活用し
た教育を本格的にスタートしました。

ピックアップ導入事例

「ただ授業の内容が濃くなった分、事前に準備す
ることも多くなりましたし、今までのように生徒に
何かをさせて、その間に準備をするということも難
しくなりました。先ほどお話しした暗唱テストの
チェックなども授業時間外にしなくてはいけません
し、教員の負担は確実に増えています。これをどう
解決していくかが今後の課題ですね。」

カメラ機能の利用や協働作業など、生
徒のアイデア採用でさらなる可能性

　松尾教諭は、さらに活用方法を紹介してくれまし
た。「理科の実験では、手順をスライドにしておくこ
とで、生徒が理解しやすくなり、わからなくなった時
は何度でも見返すことができます。また、書写の授
業では、書道家が実際に書いている様子を動画で
見せることができ、運筆だけでなく、筆の持ち方や
かな筆づかいなどを真似ることができます。工夫次
第で、まだまだいろいろな可能性があると思いま
す。」

「最近は生徒たちからもどんどん新しいアイデアが
出てきます。教科書を撮影してその画像に書き込
みをしたり、板書を撮影して後で丁寧にまとめた
り。調べ学習の時に、一人では効率が悪いので、班
を作って作業を分担したいと言ってきた生徒もい
ました。普段は遮断している生徒間のネットワーク
通信を一時的に開放したところ、調べた内容を共
有して、協力しながら発表用のスライドを作成して
いました。スクリーンショットやグラフ作成機能な
ど、教えていない機能も自分たちでどんどん見つけ
て活用していくんです。」と、笑顔で語る松尾教諭。
「高校では、タブレットの配布ではなく、生徒たちが
持ち込んだ個人所有のノートパソコン・タブレット
などを授業に活用できるようにする『BYOD』の導

入を検討しています。中学校の授業で得たノウハウ
を活かしながら、より効率的で効果の高い入試対
策カリキュラムを検討していきたいと思います。」

学校法人純心女子学園 ICT推進委員長
松尾まり子氏（以下、松尾教諭）
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通常の授業をはじめ、修学旅行前のグループ研修など、様々な機会にタブレット
を活用している


